第39回　施設処遇検討会議　議事録

H21.2.16　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・小坂和子・馬渡道伸・小笠原嘉紀

　　　　　　　　　　　　　　　　出貝梢・中村文洋・向奈津美

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・長谷部Ｓ.Ｇ.Ｍ・清水Ｓ.Ｇ.Ｍ・上平ユリ子・三浦理見)
記　録：向　奈津美

議題

１：中居　松男様（青明舎利用者様）の処遇について

２：松川　順子様（青山荘入所者様）の処遇について

３：島浦　美千男様（青風荘入所者様）の処遇について

1：中居　松男（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

＜支援内容＞

①生活レベルの維持（自炊について、活動意欲の向上）

· 本人の年齢や体力を考慮し、自炊や青明舎食事サービスの回数の見直しを本人と話し合い検討し進めていく。

· 過度な促しがストレスや精神的負担とならぬよう配慮しながら活動参加を促す。

②病状変化への対応

· 睡眠時間に対して、過度な眠気が活動の師匠となる場合には、必要に応じて主治医や外来へ情報提供する。

· 表情や言動に着目し病状変化への対応を早急に行う。

· 訪問時に生活状況について確認。変化がある場合には、各関係機関へ情報提供を行う。

＜評価＞

　最近の様子として、他者からの声掛けに対する反応が鈍く、また、本人からの話し掛けも少なくなってきていること、以前に比べ青明舎の行事への参加意欲も低下していきていることがあげられる。他者への話し掛けの減少については、周囲の人が見えていないといった老眼の疑いもある為、本人へ確認していくこととする。青明舎の行事については、職員からの促しにより参加している状況である。行事参加の機会が少なくなることで本人の情報を得にくくなってしまう為、接点を減らさないように促しを行っていく。

　食事について、お弁当の購入が多くなってきている。本人は、自炊が大変だと話しているため、今後は、惣菜やお弁当の購入方法（組み合わせやバランス）についてアドバイスしていくこととする。

　上記のことを踏まえながら、今後も本人の病状の変化がないか観察していくと共に、現在の能力を維持できるように働きかけていくこととする。
2：松川　順子様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜問題点＞

①活動領域について

介入方法

· 日中は自室で横になり過ごすことが多いため、談話室で過ごせるよう職員からも積極的に働きかける。（映画を観たり外出に誘ったりする等）

· 日中の過ごし方を本人に提案することや談話室で一緒に過ごす中で本人の興味のあることを見つける。

· 他利用者様と活動する機会を与え、関係を築くと共に、活動領域の拡大を図る。

②整容面、日課について

介入方法

· 起床後は、鏡を見て身だしなみを整えることを習慣化できるように声掛けを行う。

· 布団を一日敷いたままとなっているため、その都度声掛けを行う。

· 現在、2枚の服を交互に着ている為、他の服を着ることやコーディネートできるよう提案したり、本人へ声掛けをしたりする。

· 定期的に評価と振り返りを行うことで、何が出来て何ができないかを理解できるようにする。

＜評価＞

能力は高いが促しを必要とするため、まず、本人とともに一週間のスケジュールを作成し実践することで日課の習慣化を図る。また、一つずつ行い、徐々にステップアップするよう支援する。

　朝・夕食当番では、洗い物をする際に洗剤をすすぎきれておらず、泡がついたままになっていることがあるため、その都度声掛けをしていく。また、自主会では、高柳和子様と一緒に会計を行っているが、主に高柳和子様が進めており、本人はその様子を見ているだけとなっている。このことから、個別支援にて、他者の輪への入り方や声の掛け方等を支援していきコミュニケーション能力の向上を図る。

上記のことを踏まえながら、支援する際は、本人に考えさせるような方法で行い、また、入所して1年以内は基本的なスキル、2年目は一人暮らしに必要な具体的なスキルを身につけられるように支援する。

3：島浦美千男様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：糖尿病（20単位）・高脂血症 

＜問題点＞

①基本的な保清が出来ない（部屋・衣類から尿臭がする）

介入方法

· 入浴の際は、短時間で済ませないよう声掛けし、きちんと洗身を行うように促す。

· 定期的な衣類の交換ができていない場合は、それとなく声掛けして着替えていただく。

· 入浴と都度洗濯するよう声掛けする。

· 一週間に一度（土・日）は掃除をするように声掛けし、難しいところはスタッフと一緒に行う。

· 汚れのひどい衣類は本人の了承を得て、廃棄して頂く。また、衣類の購入については、一人では難しい面がある為、職員が同行し支援する。

②余暇の活用・社会資源の利用

介入方法

· 自室にて長時間臥床されている場合は、声掛けを行い趣味でもある野球観戦などを促す。

· 個別で市街に出かけて買い物ができるよう購入方法を学習したり、映画鑑賞など趣味の幅を広げられるように支援する。

現在、行っているATM利用を単独でも行えるよう支援していく。

＜評価＞

　食事・対人関係・家族関係について問題は見られず、今後も維持できるように支援していく。保清面では、一般的な考え方と本人の考え方がずれていることがあるため、職員から声掛けや促しをすることで改善できるようにする。

　余暇の活用では、映画鑑賞等の外出を行うことで活動領域の拡大を図るが、その際は、金銭等についてしっかり説明をしてから行う必要がある。

　今回、体重減少が見られているが、病状変化との関連も考えられるため様子観察をしていくこととする。







